一般社団法人日本機械学会

２００３年　２月１８日　改定

２００８年　５月１３日　改定
（標準事業委員会承認）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　                                             　　　　　　　 

　　　　　　日本機械学会基準提案ガイドライン
ISO･JIS･学会基準委員会は，本ガイドラインに基づいて基準原案作成の可否を審議するので，提案に当たっては十分に参照して下さい。

　 1. 基準原案作成の組織,実行方法, 期間が明確になっていること。

　 2. 基準制定ガイドライン（別紙２）にて示された各項目が，テーマの提案時に明確になっていること。

　 3. テーマの提案は下記の様式に従って作成されること。

	
	


１．学会基準原案名：（英語名）
２．提案部門：

　　関係部門：

３．提案者名：

　　  　勤務先：

　　　　所属：

　　　　住所（連絡先）：

　　　　電話番号：

　　　　ＦＡＸ番号：

４．候補テーマ提案期日：

５．主査候補氏名：

　　　　勤務先：

　　　　所属：

　　幹事候補氏名：

　　　　勤務先：

　　　　所属：

６．原案作成期間
　　　　開　始：　　　　　年　　　月　　　日

　　　　提　出：　　　　　年　　　月　　　日

７．基準の種類

　　　　（例：  設計方法，製造方法，試験方法など）

８．基準の目的
　　　　１基準の利用分野（メーカー，ユーザー等）：

　　　　２必要性，即時性，発展性：

９．適用範囲・対象（明確であること）：

10. 内　容

11. 対立・競合関係 (特定のメーカー, ユーザーの利害の偏り等）：

12. 基準の新規性(既存の類似規格, 基準の有無, 他の学会, 協会等状況）：

13. 対応規格との関係（ＪＩＳ，国際規格，団体規格，法令との矛盾の有無（いずれ    も原案作成段階のものも含む))：

14. 国際性：

15. 英語版の発行

　　　□発行する　　　　体裁 (例：別冊, 合本, 対訳等) 　　　　　　　　　　
　　　□発行しない

16. 当該基準の対象とする製品の国内外の動向：

17. 頒布見込み部数, 頒布方法 (複写頒布か印刷出版かなど）：

18. 拡販の方法 (セミナー開催等）：
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